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生徒がアウトプットする活動を取り入れた高校数学授業
―学びに向かう態度，深い理解，定期考査に及ぼす効果の検証―
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新学習指導要領では，「主体的•対話的で深い学び」

が強調され，単に問題が解けるだけではなく，深く

理解することが重視されている。また，学びに向か

う態度そのものも変えていく必要があることが，繰

り返し論じられている。しかし，現在の教科教育で

は，学習内容を指導することに追われていて，なか

なか学びに向かう態度までも視野に育てられていな

い実態がある。本校の校内の事前アンケートにおい

ても，生徒の考える良い受講態度は「先生の話を理

解する」や「問題が解ける」などであり，なぜその

ようになるのかを考える態度や，授業のポイントを

意識して学ぶ姿勢は希薄であった。そこで学びに向

かう態度も含めて変化させることを目指し，高校の

数学の授業に指導上の工夫を加えた。具体的には，

授業中に生徒自身が教師から聞いた内容を説明して

みるなど，アウトプットする時間を多く設けた。こ

うした授業が，学びに向かう態度，深い理解，学力

試験におよぼす効果を検証する。

実践の概要

実践校と参加者 関東の公立高校の生徒 名

実践した授業の特徴 実践の特徴を一言で述べると，

「前時の授業で学んだことを翌日の授業の冒頭で説

明する」というスタイルであった。冒頭の活動を行

う前提として，生徒は教師からの説明を受けたあと，

自分たちの言葉で説明する活動を行った。また，授

業の最後には，学んだ内容について，根拠を明らか

にしながら説明できるように振り返りも行った。次

時の冒頭では，まず前日のポイントをペアで説明し，

その後学んだことについて再整理をし，文章化させ

た。活動を分かりやすくするため，振り返りシート

を作成した。

効果検証のための調査 上述したような実践の効果

を検証するために，事前・事後でアンケートを実施

した。また，定期考査の得点についても分析対象と

した。なお，著者が授業を行ったクラスではないが，

同じ学校の別のクラス（ 名）についても比較対

象群としてデータを収集した（以下，受講群と非受

講群と呼ぶ）。

結果と考察

生徒の学びに向かう態度 受講群の事前事後アンケ

ートを分析した結果，生徒の学びに向かう態度が変

容している様子が認められた。件法のうち と 当

てはまる，やや当てはまる等）に回答した生徒を集

計したところ，例えば，「今日の授業のポイントは何

か考えながら授業に臨んでいる」（ ％→ ％）や「な

ぜそうなるのか分かっていなくても，答えが合って

いれば良い」（ ％→ ％）等の項目に変化が見られ

た。また「学習内容を自分で説明できるか確認して

いる」（ ％→ ％）「学習内容を図や表などに整理

して理解する」（ ％→ ％）「自分が『何が分かっ

て，何が分からなかったのか』を確認している」（ ％

→ ％）といった授業外の行動にも変容が見られた。

説明するには学習内容を理解していなければならな

いため，授業外で自発的に学びを深める行動を自発

的にとる生徒が増加したと考えられた。また，「あな

たにとって，ちゃんと授業を“きく”とはどういう

ことか」では，「先生が伝えたいことを見破る。問題

を解く」と回答していた生徒が「他の人に説明して，

相手がその説明で理解できる」と事後で回答するよ

うになるなど，質的な変化も認められた。

深い理解 授業を通じて深く理解されたかどうかを

確認するために，授業中の振り返りシートの記述の

変化を分析した。例えば，第 時の記述は，授業内

容について教科書の内容をそのまま上げており，表

層的な説明になっていたが（「 個から 個とって，

並べる順列の総数を と表す」），第 時では，既

習内容との関連について説明していた（「組合せとは

何かを選ぶだけのこと。更に並べてしまうと順列に

なる」）。同様の変化は他の生徒でも認められた。学

習内容と既習内容の関連を考えながら学習している，

すなわち深く理解するようになった姿と考えられる。

定期考査への影響 分析に先立ち，受講群と非受講

群の入学前の学力を比較したところ，有意な差はみ

られなかった。一方，こうした実践を行った後の定

期考査では，受講群の方が有意に高かった ｔ
｡定期考査は，記述などは含まれてお

らず，従来型テストである。生徒自身がアウトプッ

トするようなスタイルの授業実践を行うことで，最

終的に記述式のテストなどではなく，従来型のテス

ト成績も向上したのは興味深い。「学習内容を次回に

説明する」ことを前提として学ぶことで，「なぜそう

なるのか」に着目するなど，より深く学ぶ姿勢が身

につき，従来型の問題でも成果が上がることにつな

がったと考えられる。
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大学受験期における他者の支援と学習動機づけの関連
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問題と目的

2020 年度より，現行の大学入試センター試験が

廃止され，新たに大学入学共通テストが導入され

るなど，大学入試制度改革が進められている。中

央教育審議会（2014）は 少子化の影響で従来の受

験勉強の必要性が薄れているために 大学受験期

における受験生の主体性が低下していることを指

摘している。しかし，大学受験に関する言説の数

と比較して，実証研究は乏しく，受験生がどのよ

うな動機づけで学習しているかは十分に検討され

ていない。また，受験生に対してどのように関わ

ることで，動機づけを向上させることができるの

かという問題について検討した研究もほとんどな

い状況である。そこで本研究では，受験生との結

びつきが強い保護者と教師の関わりに着目し，学

習動機づけとの関係を検討することを目的とする。

方 法

予備調査 2018 年 12 月に A 県内の 4 年制大学に

所属する男女 96 名（男性 32 名,女性 64 名）を対

象に，受験期の他者（保護者・教師）の関わりに

ついて測定する項目を収集するために，自由記述

式の質問紙調査を行った。その結果，教師と保護

者で共通する関わりとして，14 項目が得られた。

本調査 2019 年 1 月に A県内の 4 年制大学に所属

する 212 名（男性 82 名,女性 130 名）を対象に，

予備調査で作成した保護者と教師の関わり尺度

（保護者・教師ともに 14 項目の計 28 項目）につ

いて 7 件法，自律的学習動機尺度（20 項目; 西村

他, 2011）について 4 件法で回答を求めた。

結 果

他者の関わり尺度について因子分析 最小二乗

法・Promax 回転 を行ったところ，保護者と教師

いずれも 2 因子解が示唆された。各因子に強い負

荷を示す項目も共通しており，項目内容から「情

緒・環境的支援」と「心理的統制」と命名した。

保護者および教師の関わりと受験期の学習動機

づけの関係を検討するために，重回帰分析を行っ

た。その結果，「保護者の情緒・環境的支援」が同

一化的調整，取り入れ的調整，外的調整と有意な

正の関係，「保護者の心理的統制」が外的調整と有

意な正の関係，「教師の情緒・環境的支援」が同一

化的調整と有意な正の関係，「教師の心理的統制」

が外的調整と有意な正の関係を示した（Table 1）。
考 察

「教師の情緒・環境的支援」は同一化的調整と

有意な正の関係を示したことから，教師の励まし

や学習環境の整備により，受験生は受験勉強に対

して目的意識を持つようになる可能性が示唆され

た。一方で「保護者の情緒・環境的支援」は，自

律的な学習動機づけと統制的な学習動機づけの双

方と正の関係を示したことから，保護者の励まし

や学習環境の整備には，かえって自律性を阻害し

てしまう側面もあることが示唆された。また，保

護者と教師のいずれも，「心理的統制」は外的調整

と有意な正の関係を示した。したがって，保護者

や教師が叱責したり，考えを押しつけたりするこ

とで，受験生は受験勉強を強制されていると知覚

し，自律性が阻害されてしまう可能性がある。

このように，教師や親の関わり次第で，大学受

験期の学習動機づけは異なる可能性が示されたこ

とから，今後は，学習動機づけを向上させていく

ための支援方法について検討する必要がある。た

だし，本研究は回顧法による横断調査であるため，

実際の受験生を対象に縦断調査を行うなど，他者

の関わりが動機づけに与える影響について，さら

なる精緻な研究を行うことも今後の課題である。

重回帰分析の結果

内的調整 同一化的調整 取り入れ的調整 外的調整

b SE b SE b SE b SE
保護者の情緒・環境的支援 0.04 0.04 0.08 ** 0.02 0.10 ** 0.04 0.07 * 0.03
保護者の心理的統制 0.02 0.06 －0.06 0.04 0.09 0.06 0.30 ** 0.05
教師の情緒・環境的支援 －0.03 0.04 0.12 ** 0.03 0.01 0.04 0.05 0.04
教師の心理的統制 －0.04 0.06 0.04 0.04 0.06 0.06 0.13 * 0.06
R2 .02 .21 * .07 .27 **

**p < .01, *p < .05
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